
 本シミュレーションでは、令和５年度決算をベースに15年間の推計を実施
 推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計や「中長期の
経済財政に関する試算」（内閣府）で示された経済成長率など現時点で見込
むことができる条件を前提に推計

 なお、本推計は不確定要素を多く含んでおり、将来に向かって相当の幅を
もってみていただく必要がある
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（単位：百万円）
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※歳入の「繰入金」欄について、令和６年度以降は財政調整基金からの繰入れは含んでいない

(単位:百万円)

R5（決算） R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

歳　　入　　合　　計 5,815 6,394 6,262 6,356 6,008 5,793 5,707 5,560 5,555 5,551 5,544 5,541 5,539 5,534 5,533 5,531

町税 1,071 1,054 1,048 1,043 1,018 1,006 993 965 952 938 911 896 882 857 845 833

地方交付税（臨財債含む） 2,628 2,636 2,633 2,629 2,641 2,652 2,664 2,685 2,697 2,710 2,732 2,745 2,758 2,779 2,791 2,802

交付金・地方譲与税等 358 357 360 362 362 360 359 357 353 351 349 346 343 340 337 333

国・府支出金 953 1,083 1,104 1,098 1,149 1,150 1,150 1,148 1,147 1,145 1,143 1,144 1,145 1,145 1,146 1,148

地方債 200 846 849 864 472 274 276 144 145 146 148 149 150 152 153 154

諸収入 302 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261

繰越金、繰入金 303 157 7 99 105 90 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歳　　出　　合　　計 5,638 6,387 6,163 6,251 5,918 5,789 5,788 5,628 5,622 5,616 5,612 5,623 5,646 5,653 5,684 5,696

人件費 979 1,006 1,028 1,043 1,052 1,062 1,071 1,081 1,090 1,100 1,110 1,120 1,130 1,140 1,151 1,161

扶助費 639 671 707 745 788 788 788 788 788 788 788 788 788 788 788 788

公債費 600 576 548 563 573 623 639 596 577 566 555 546 555 563 572 580

建設事業費（災害復旧含む） 337 1,095 1,102 1,062 645 445 448 317 320 323 326 329 332 335 338 341

物件費 970 1,186 1,018 1,032 1,041 1,050 1,060 1,069 1,078 1,088 1,098 1,107 1,117 1,127 1,137 1,147

補助費等 679 818 784 773 777 780 777 768 759 750 741 740 744 748 752 757

繰出金 1,047 862 876 885 889 895 900 904 906 905 904 903 902 898 892 886

積立金等 387 173 100 148 153 146 105 105 104 96 90 90 78 54 54 36

7 99 105 90 4 ▲ 81 ▲ 68 ▲ 67 ▲ 65 ▲ 68 ▲ 82 ▲ 107 ▲ 119 ▲ 151 ▲ 165

1,943 2,022 2,026 2,076 2,129 2,174 2,095 2,027 1,960 1,895 1,827 1,745 1,638 1,519 1,368 1,203

収 支 過 不 足

財 政 調 整 基 金 残 高

区　　分



主な費目 考え方

歳
入

町税 人口・経済成長率と連動

地方交付税
直近の実績に各年度の扶助費
の増加分を加算

国・府支出金 歳出と連動

地方債 歳出と連動

交付金・譲与税等、諸収
入（使用料・手数料、財産
収入、寄附金など）

直近の実績を据え置き
※地方消費税交付金、法人事業税交
付金のみ経済成長率と連動

繰入金
特目基金からの繰入金を
□ 見込む
☑ 見込まない

主な費目 考え方

歳
出

人件費 直近の実績に物価上昇の影響を反映

扶助費 直近の実績の伸びを反映

補助費等、
物件費

直近の実績の伸び、物価上昇の影響を反映

建設事業費

次のいずれかによる
☑ 直近の実績に物価上昇率を乗じた額をベースとし、

大規模事業を個別に積み上げる
□ 団体の計画値を用いる

公債費
既発分は町村による推計
新発分は歳入の地方債と連動

繰出金

国保特会と後期高齢特会は人口と連動

介護特会は府全体の介護給付費総額の推計値と連動

公営企業は直近の実績を据え置き
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